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  cholexamine， 2， 2， 6， 6－tetrakis （nicotinoyloxymethyl） cyclohexanol was administered orally

2 tablets three times daily for 7 to 66 days to the patlents：5 benign prostatic hypertrophy，

s bladder n，eurosis， 3 chronic cystitis， 2 prostatisms， 1 bladder cancer， 1 chronic prostatitis，

1neurogenicbladder， 1 prostatic cancer and 1 urethral stricture． The clinical response was

excellent in 8 （40％）， effective in 8 （40％）， ineffective in 4 （20％）．

  The effectiveness was especially excellent in cases administered over 5 weeks and in

                                           x
cases over 51 years old．

  Side effect was only in one who showed reddness in the face．

は じ め に

 泌尿器科外来を訪れる患者のなかには，前立腺肥大

症を筆頭に後部尿道刺激症状を訴える症例がしばしば

みられる．最近われわれは，これら患者に杏林製薬

の開発した脂質代謝改善剤のコレキサミン（2，2，6，6－

tetrakis （nicotinoyloxy methyl） cyclohexanol （＝＝＝

ニコチン酸エステル誘導体のコレステロール合成阻害

作用を有する）を使用し，比較的満足すべき結果を得

たのでここに報告する．

自覚症状の改善の有無について，自覚症状の消失を著

効（升），改善を有効（＋），不変または悪化を無効

（一）として観察した．

症 例

 対象症例は前立腺肥大症5例，膀胱神経症5例，慢

性膀胱炎3例，前立腺症2例，膀胱癌，前立腺癌，慢

性前立腺炎，神経叢牲膀胱および尿道狭窄各1例，計

20症例である．

実験結 果
案 験 方 法

 外来患者中より後部尿道刺激症状を訴える患者20名

を無作為的に選び出し，これらにコレキサミン1日6

錠（1回2錠，1日3回），7～66日間内服せしめ，

 20例中著効8例（40％），有効8例（40％），無効4

例（20％）で，有効率80％である．

 疾患別にみてみると，前立腺肥大症5例中著効3例

（60％），有効1例（20％），無効1例（20％），有効率
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Table 1．症 例

No． 症 例  性  年齢  疾 患 名 症 状 蕊回薮。日案）効果 副作用

1 F．K． 男 72 前立腺肥大症 排尿困難頻尿 2×3×28 十 一
2 T．Y． 男 フ0 〃 夜間頻尿 1×4×14 十

一
3 LY． 男 72 〃 排尿困難 2×3×14 一 一
4 T．1． 男 66 〃 〃 2×3×62 十 一
5 M。M． 男 66 〃 〃 2×3×56 什 一
6 H．Y． 男 41 前立腺症 会陰部不快感 2×3×14 … 一
＝7 S．S。 男 75 ．  〃 夜間頻尿 2×3×14 十 一
8 M．M． 男 39 慢性前立腺炎 頻   尿 2×3×7 ｝ 顔面紅潮

9 Y．H． 男 74 前立腺癌 〃 2x3×42 十 一
10 S．T． 男 43 膀胱神経症 排尿困難 2x3×21 冊 一
11 K，K． 男 40 〃 陰 茎、痛 2×3×14 一 一

12 S．H． 男 41 〃 排尿困難 2×3×28 十 『
13 H．M． 女 53 〃 〃 2×3×42 什 ｝

14 S．N． 男 54 〃 夜間頻尿 2x3x7 十 一

15 KN． 女 51 慢性膀胱炎 残 尿 感 2×3×14 十 一
16 S．H。 女 7i 〃 終末時排尿痛 2×3×14 十 一

17 K．M． 女 59 〃 夜間頻尿 2×3×28 十 ㎜

18 S．S． 男 72 神経因性膀胱 排尿困難 2×3×35 十 一
19 H．1． 女 80 膀 胱 癌 頻   尿 2x3×66 十

一
20 K．K． 男 62 尿道狭窄 排尿困難 2×3×21 十

一

80％．膀胱神経症では著効2例（40％），有効2例（40

％），無効1例（20％），有効率80％である．慢性膀胱

炎では有効3例（100％）となっている，前立腺症で

は著効1例（50％），無効1例（50％），その他の疾患

では5例中著効2例（40％），有効2例（40％），無効

1例（20％）である．
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 われわれは前立腺肥大症，前立腺症，慢性前立腺炎，

前立腺癌，膀胱神経症，慢性膀胱炎，神経因性膀胱，

膀胱癌および尿道狭窄などの疾患で，排尿困難頻尿，

夜間頻尿，残尿感，終末時排尿痛，会陰部不映感およ

び陰茎痛など後部尿道刺激症状を呈する患老に本剤を

1日6錠，1～9週使用してかなりの効果をあげ得た

と考えている．

 疾患群と効果，症状と効果との間には関連性は認あ

られなかったが，投与期聞と効果，年齢と効果との間

にはそれぞれ関連がある結果が得られた（Fig，1，2）．

すなわち投与期間と有効率については，1～2週の投

与にて9例中無効4例，有効5例（＋4，十1）．3

～4週の投与にて5例中無効なく，全例有効（＋3，

十2），5～9週の投与にて6例中無効なく，全例有

効（＋1，冊5）．以上の成績から効果の発現は1～

効
果
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  Fig．2．投与期間と効果の関係

2週で始まり，効果の程度はある程度投与期間に関係

があり，完全な効果を発揮するためには5週以上の投

薬が望ましいことが推測された．

 年齢と有効率については，39～43歳の5例中無効3
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例，有効2例（＋1，十1），51～62歳の5例には無

効なく，有効5例（＋4，一H一 1），66－80歳の10例中

無効1例，有効9例（＋3，十6）であった．以上の

成績から高齢ほど有効率および効果の程度ともに高い

といえるようであった．

 ここで問題になることはdouble bliロd法による検

討でないこと，推計学的処理がおこなわれていないこ

とであり，投与期間と年齢についても，投与期間を一

定にしたときの年齢と有効率，一定年齢層における投

与期間と有効率について検討することが必要である。

 さてコレキサミン2，2，6，6－tetrakis（nicotinoyloxy

methyl）cyclohexanolは実験的脂血症マウスの血清

総；コンステロールを著明に低下させることが認められ

ており，渓験家兎における高コレステPt・一ル血症に対

しても予防効果をもっていることが示されている．臨

床的にも最近の治療効果検討実験においても，コレキ

サミンは二王コレステロール，トリグリセライドおよ

びリン脂質の増加抑劇効果を有することが諸家により

証明されている．

．血清コレステロール低下の機序には一般的に次の4

項目すなわち①外因性コレステロールの腸管吸収阻

害，②コレステロ・一一ル生合成の抑制，③血清コレステ

ロールの異化排潰促進，④血中から他組織への再分布

のうち，いずれかが相互に組合わされ，または影響し

あっていると考えられるが，コレキサミンの降コレス

テロール作用機序については第1にあげた腸管よりの

コレステロール吸収の抑制にあるものと考えられてい

る．また本剤は末梢血流量の増加をますことが動物実

験およびヒトについて証明されており，臨床的にもか

かる機序によって，四肢慢性動脈閉塞に対するコレキ

サミンの有効性が認められている．したがってわれわ

れの得た成績について，本剤の後部尿道刺激症状改善

の作用機序については，さらに血清コレステロールの

測定および膀胱壁における末梢循環血液量との関係な

どについての観察をすることが今後に残されている．

結 語

 1）前立腺肥大症5例，膀胱神経症5例，前立腺症

2例，慢性膀胱炎3例，膀胱癌1例，慢性前立腺炎1

例，神経因性膀胱1例，前立腺癌1例および尿道狭窄

1例にコレキサミン1日6錠（1回2錠，1日3回），

7～66日間投与した．

 2）著効8例（40％），有効8例（40％），無効4例

（2S％），有効率80％であった．

 3）投与期間と効果，年齢と効果について検討した

ところ，投与期間5週以上，年齢51歳以上には満足す

べぎ結果が得られた．

 4）1例に顔面の紅潮がみられた以外，認めるづき

副作用はなかった．

 5）コレキサミンの作用機序についていささか論じ

てみた．

小田完五教授のこ校閲に感謝する．
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